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生命は奇跡です。
テレビドラマになった漫画『コウノドリ』で描かれるように
産声をあげる瞬間まで、何が起きるかわかりません。
一人でも多くの赤ちゃんが無事に生まれ、育っていけるように―― 。
医師、助産師、看護師は、奇跡のそばに寄り添うチーム。
守るのは、お母さんと赤ちゃんの未来です。

『コウノドリ』作者　鈴ノ木 ユウ　オリジナル描き下ろし

©鈴ノ木ユウ／講談社



切迫早産で長期入院
温かい言葉に支えられました
　切迫早産の危険があるため、26週の時に入
院することになった坂田さん。22～36週の間
に生まれると早産ですが、切迫早産は子宮口
が開いたり、子宮と腟

ちつ

をつなぐ子宮頸
けいかん

管が短
くなるなど、早産になりかけている状態を指
します。２cm以下で危険とされる子宮頸管が、
坂田さんは６mmになっていました。
　切迫早産は安静にしていることが何よりも
大切。入院中は長時間座ったり病棟内を歩く
ことも禁止でした。「ただ寝ているのがつらく
て。時間があるのでいろいろ調べてしまい不
安が募りました。妊娠初期、無理に動いたこ
とが影響しているのではと、申し訳ない気持
ちになりました」。明るく振る舞う坂田さんで
したが、抱え込んでいるものがあると察した
助産師や医師たち。入院が長くなればなるほ
ど不安も大きくなるため、どこまで頑張れば
良いのか、身近な目標を提案しました。

37週0日で出産

　32週になり状態が安定したため、自宅で出
産の時を待つことに。正常出産の時期まであ
と少しになったころに陣痛が始まりました。

深夜に破水し、すぐに病院へ行くと、すでに
子宮口は全開の状態。数時間で出産し、元気
な女の子でした。「私自身、首にへその緒が巻
き付いて危険な状態で生まれてきたと聞いて
いました。すぐに対応してもらえる設備があ
る病院だったので安心感がありました」
　深夜に病院に着き、生まれたのはちょうど
日付が替わったころ。まさに正産期の37週目
を迎えたその日です。できる限り早産は避け
たい、という坂田さんの思いが通じたような
出産でした。
　「自分は普通に出産するものと思い込んで
いました。不安に押しつぶされそうな時も、
皆さんの励ましや温かい言葉に支えられまし
た。たくさんの助けがあって誕生した命だと、
その重みを受け止めています」

　鈴ノ木ユウさん原作のテレビドラマ「コウ
ノドリ」の医療監修を担当しました。台本の
チェックや使用する医療器具の確認、役者さ
んへの動きの指導など、範囲は多岐にわたり
ます。医療現場を忠実に再現することが求め
られたので、ちょっとした手の動きやセリフ
にも気を配りました。
　出生前診断や不育症、産後うつなど、取り
上げられた内容は私たちが日々直面してい
ることばかりでした。それだけに間違ったこ
とは伝えられないというプレッシャーは大き
かったのですが、私自身もよい勉強になりま
した。ドラマで描かれた出産は特別なことで
はなく、誰にでも起こり得ること。ドラマを
通してこうした現実を知ってもらうことがで
きたのは、とてもよかったと思います。

地域に根差して65年  
葛飾赤十字産院

880gの小さな命。NICUで
「生きようとする力」を見守る
　26週の時に強い腹痛を感じて病院へ。到
着時には赤ちゃんのお尻が見えていたそうで
す。そのまま緊急帝王切開で出産。880gで
した。「両方の手のひらにのるくらいの赤ちゃ
んを見てショックで言葉も出ませんでした」
と村山さん。父親の泰介さんも体にいくつも
の機器をつけた快都くんを見て、涙が止まら
なかったといいます。
　肺などの発達が十分でなかったため、24
時間体制で治療を行うNICU（新生児集中治療
管理室）に入院。面会の際には３時間ごとに搾
乳してためた母乳を渡していました。母乳を
入れた瓶を落として割ってしまい、号泣した
ことも。「この時は母乳を渡すのが私にできる
唯一のことでした。母親なのに何もしてあげ
られないことが本当につらかったです」

触れ合う時間で深まる親子の絆

　快都くんの容体が安定したころから、面会
時間中にミルクやオムツ交換をすることも増
え、親子の絆が深まったといいます。「自宅に
戻ってちゃんとやっていけるかと心細く感じ
ることもありましたが、触れ合う時間が親と

しての自信につながりました」
　スタッフとの交換ノートも村山さんの心
の支えに。「快都と会えない時間の様子が書
かれていて、毎日ノートを見るのが楽しみ
でした。今も大切に保管しています」。同院
では、親子の触れ合いだけでなくきょうだ
いの面会の場を設けるなど、家族の「ここ
ろのケア」にも注力。その根底には「子育て
は本来楽しくて夢があるもの。その喜びを
知ってほしい」という思いがあります。
　「まだ不安もありますが、今は元気に成長
してくれているので、それだけで十分。こ
こ（葛飾赤十字産院）でなかったら今の家族
の形はなかったと思います」
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　年間約2000件の出産をサポートする葛飾
赤十字産院。毎年葛飾区民の４人に１人が、
この産院で生まれている計算です。最大の特
長は各部署が連携した「チーム医療」の実践。
その１つに、臨床心理士による「こころのケ
ア」があります。
　「産前・産後は精神的に不安定になりやす
い時期。子育てに関する不安や出生前診断な
どで難しい選択を迫られている人の気持ちを
受け止める場所が必要です」（坂井玲奈臨床
心理士）
　ほかにも多職種で組織横断的に構成される
「妊産婦支援チーム」もあります。妊産婦さん
をどう支えるか、週に 1回カンファレンスを

“無事な出産”は当たり前の
ことではありません

坂田さんはつらい気持ちを一人で抱え込んでしま
う傾向があったので、少しでも気持ちが楽になれ
ばといろいろとお話ししました。日常生活でも制

限されることが多く大変だっ
たと思いますが、37週で出産
できたのは坂田さんの努力が
あってこそ。今後も産後ケア
や子育てなどをサポートして
いけたらと思っています。

妊娠が順調でも早産になることは少なくありませ
ん。早産の場合、自発呼吸ができないケースが多い
ので、病院で出産していなかったら助けられなかっ
たかもしれませんが、ここまで回復したのは快都く
んの生命力が強かったから。赤ちゃんの生きる力は
偉大で、長年NICUを担当していても驚くことがた
くさんあります。私たち
にできるのはこうした赤
ちゃんの「生きようとする
力」をサポートすること。
そのために全力を尽くし
ています。

今号表紙を描き下ろし！
鈴ノ木ユウ 先生からメッセージ

　カラー原稿を描く時はいつもドキドキします。
特に赤ちゃんを描く時はできるだけ穏やかな気
持ちで描きたいので、ドキドキが収まるまで
待ちます。なので筆を
下ろすまでに時間が掛
かってしまう。
　この度の『赤十字NEWS』
の表紙はとても穏やか
にワクワクしながら描
かせていただきました。
ありがとうございます。

1994年から産
婦人科医師として
出産の現場に関わる。
「コウノドリ」の医
療監修は前シリー
ズに続き２回目。
撮影にも立ち会い、
医療指導を行った

ドラマ「コウノドリ」のリアルさの秘密
間違いが許されない
緊張感のある現場でした

担当の小児科部長 熊坂栄医師と清水映里子助産師

日赤医療センターの医師と助産師が

テレビドラマ「コウノドリ」を医療監修

坂田知津さん・莉子ちゃん（生後６カ月）村山泰介さん・悠子さん・快都くん（生後４カ月）

つ「地域周産期母子医療センター」に分けられ
ています。
　日赤は「総合周産期母子医療センター」を10
施設、「地域周産期母子医療センター」を34施
設持っています。妊娠・出産・育児期にいる
女性の健康について専門的な知識、技術をも
つ、全国で70人しかいない「母性看護専門看護
師」が在籍する病院もあり、より専門性の高い
医療を実践しています。
　また、「日本赤十字社医療センター」は東京都か
ら「母体救命対応総合周産期母子医療センター」の
指定を受けています。これは緊急に母体救命処
置が必要な妊産婦さんが近くの救急医療機関な
どで受け入れが決まらない場合に、必ず患者さ
んの受け入れ治療を行う施設です。周産期医療
の「最後の砦

とりで

」として重要な役割を担います。

　周産期とは妊娠22週以降から生後 7日未満
の時期。この時期のお母さんと赤ちゃんの健康
を守るために高度な医療を行うのが「周産期母
子医療センター」です。
　周産期母子医療センターには、産科医と
新生児科医が24時間・365日体制で勤務し、
MFICU（母体胎児集中治療室）６床、NICU９床
の機能がある「総合周産期母子医療センター」
と、地域医療圏の中で総合を補佐する機能を持

行い、情報共有する時間を設けています。
　「産婦人科と小児科だけの病院ですから妊
婦さんや赤ちゃんに寄り添う医療が実現でき
ます。また、地域の産院で生まれて治療が必
要な赤ちゃんも積極的に受け入れるなど “地
域に根差した病院 ”であることを大切にして
います」（熊坂栄医師）

日赤の周産期医療への取り組み

日本赤十字社医療センター　
第二産婦人科 副部長
渡邊 理子 医師

出産時の快都くん。頑張りました出産時の快都くん。頑張りました

1994年から産
婦人科医師として
出産の現場に関わる。
「コウノドリ」の医
療監修は前シリー
ズに続き２回目。
撮影にも立ち会い、
医療指導を行った担当の金井早苗助産師 シーズン２の台本
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子供の家用にデザインされた、表裏で
色と柄が違うカーテン。かくれんぼ？
足だけ見えてるよ

　

　「赤十字子供の家」は、武蔵野赤十字病院（東京都武
蔵野市）に隣接し、２～６歳の子どもたち40人が暮ら
しています。雨漏り、床の沈下、配管詰まりといった
老朽化、そして子どもたちへさらなる専門的ケアを提
供するため、このたび同じ敷地内に施設を新築移転。
移転にあたっては、近年注目されている新しい募金方
法であるクラウドファンディングで約1200万円寄せ
られたほか、東京都日赤紺綬有功会からの寄付や都か
らの補助金など、多くの人々に支えられました。
　新しい家は、大きな窓が配された光あふれる建物。「家
庭的な雰囲気」「子どもたちのプライバシー」「地域支援」
「職員の環境改善」が重要視されています。
　一般家庭で暮らすように、各グループごとの部屋に
は玄関が設置されたほか、リビングには対面式キッチ
ンが設けられ、子どもたちの目の前で食事が作られる
ようになりました。以前は別室で作られていたため、
子どもたちはそれが調理されたものだという認識がな
かったそうです。
　また、臨床心理士が心理治療を行うための心理室を
児童棟から離れた事務棟に作るなど、子どもたちが周
りを気にせずケアを受けられる部屋も確保。やがて高
校生になるまで受け入れることも想定し、個室も準備
しました。　　
　新生活を通して、子どもたちが“大切にされている” 
“守られている”と実感し、心も体も健やかに成長でき
るよう、新しい家に関わった全ての人々と一緒に、日本
赤十字社は見守っていきます。

脳卒中

顔の片側がゆがんでいる、ろれつが回らない…
表情や反応がいつもと違うときは!?

fi le.8

「とっさのとき、どうする？」は切り取って保存していただけます

1）顔面を観察する……口角など顔の片側が下がっていたり、ゆがみがある
2）挙手を促す（両腕）……腕が挙がらない、片方の手だけがだらりとして
　　　　　　　　　　　　いる（力が入らない）
3）会話を試みる……声をかけても言葉が出てこない、ろれつが回らない※詳細は赤十字救急法講習を受講ください。受講のお問い合わせは、日赤の各都道府県支部へ

老朽化した「赤十字子供の家」がリニューアル

戦災孤児の受け入れから始まった「赤十字子供の家」。さまざまな事情により、
施設での養護を必要とする児童を養育、自立支援を行う児童養護施設です。
施設の老朽化が進んだことから新築移転し、建て替え資金をクラウドファン
ディングなどで得て、１月に引っ越しすることができました。多摩美術大学
の４人の教授に、園庭や家具、テキスタイル、ロゴのデザイン制作に参加し
てもらうなど、多くの人々の「子どもの健やかな成長」を願う気持ちが集結し、
新しい暮らしが始まっています。

園庭は南向きで、日なたぼっこにも最適！

翼を表現したロゴマーク。フォ
ントもオリジナルで「毎日目
にするモノに愛着を持ち、や
がては自分や仲間のことも大
事にしてほしい」という想いが
詰まっています

　“こころのケア ”は、広義には、精
神科医などによる治療・介入を伴う
精神保健支援と、訓練を受けた要員
による心理社会的支援を指します。
日赤の “こころのケア ”は主に後者
にあたり、寄り添い、傾聴、共感、
困り事への対処をポイントとする“こ
ころの救急法 ”の実践を通じて、被
災者一人一人への心理的支援ととも
に、人間関係や帰属する地域社会

との関係に働きかける社会的支援も
行っています。
　日赤では、各都道府県支部でこの
ような “こころのケア ”を行う要員
を確保できるよう、2003年度から本
社にてこころのケア指導者を養成し
ています。
　今年度は２会場で研修会を開催し、
計71人が新たに指導者となりました。
約１万4000人に “ こころのケア ” を

提供した東日本大震
災や、熊本地震での
実際の活動などを学
んだ参加者からは「全
ての被災者、救援者
に “こころのケア ”が
必要」「被災者に何か
話しかけなければと
思い込み不安だった
が、そばにいて寄り
添うだけでも “ こころのケア ” にな
ることを知った」などの声が上がり
ました。
　日赤は、被災者に安心を提供する
“こころのケア ”を、災害救護活動を
構成する重要な柱と位置付け、研修
をさらに充実させていきます。

小林麻耶さんが講師を務める「いのちの授業」

広瀬すずさん「献血は、つながり」「はたちの献血」キャンペーン
２月28日まで

　輸血によって救われる命があること
を痛感した小林さん。大切な人が目の
前で輸血を必要としていたらどうする
か考えてほしいと問いかけます。「10
代の皆さんにとっては、遠いことのよ
うに感じるかもしれません。でも、献
血は16歳からできます。皆さんには人
の命を救う力があります。16歳で誰
かの命を救うことができるなんて、す
ごいことだと思いませんか」
　現在10～20代の献血者数は年々減
り、この10年間で40万人も減少。献血
できるのは69歳まで※です。少子高齢
化が進むと、献血できる人はさらに
減ってしまいます。だからこそ、若い
力が必要とされているという現実を
伝えました。
　そんな熱い想いが伝わり、授業を
聞いた生徒からは「こんなちっぽけ
な自分でも人の命を救うことができ
ると知って、絶対に献血しようと
思った」という声もあが
りました。
　最後に「人生は何が
あるか分からない。
だからこそ、自分を
大切にしてほしい。
そして、自分の大
切な人のことも
思いやってほ

しい」と授業を締めくくりました。今
後も小林さんによる「いのちの授業」は
続きます。ぜひ、皆さんもウェブムー
ビーから授業に参加ください。

　若者を中心に、献血への理解と
協力を求める「はたちの献血」キャ
ンペーン。新キャンペーンキャラ
クターを務める女優・広瀬すずさん
を迎え、１月11日に記者発表会が
行われました。
　「献血は、つながり。“つながり ”

は人と人をつなぐもので、そこに
は情があると思います。友達や恋
人、そして家族との絆が献血への
思いと重なり合う。人は一人では
生きていけないので、“ つながり ”
を大切にしたい」と、すずさん。
　１月から放送されているテレビ

“こころのケア”は支援の柱
こころのケア指導者養成研修会を開催

TOPICS
昨年11月、神奈川県の向上高等学校で、フリーアナウンサーの小林麻耶さんを
特別講師に迎えた「いのちの授業」が行われました。同年6月に亡くなった妹
の麻央さんの話を交え、献血の大切さと命の尊さを高校２年生に伝えました。

　現在10～20代の献血者数は年々減
り、この10年間で40万人も減少。献血
できるのは69歳まで※です。少子高齢
化が進むと、献血できる人はさらに
減ってしまいます。だからこそ、若い
力が必要とされているという現実を

　そんな熱い想いが伝わり、授業を
聞いた生徒からは「こんなちっぽけ
な自分でも人の命を救うことができ
ると知って、絶対に献血しようと
思った」という声もあが

　最後に「人生は何が
あるか分からない。
だからこそ、自分を
大切にしてほしい。

自身の経験をもとに語りかけるメッセージはとても力強くて優しい

想いを伝えようと壇上を精力的に動き回る麻耶さん それぞれが自分にできることを考える貴重な時間に

阪神・淡路大震災を機に、被災者や、災害救護活動に当たる救援者のストレ
スが認識されるようになりました。被災経験は、人間にさまざまな形でスト
レスを与えます。日赤は、被災者に寄り添う“こころのケア”を重要な柱と
位置付け、指導者の育成に取り組んでいます。

体に触れてもらうだけで人は落ち着く。手当ても重要なスキル

東日本大震災から 1カ月後の避難所で行った “こ
ころのケア ”。被災者への支援は今も続いている

「今日から新しいお家での生活が始まるね。いただきます！」

必要です。
　梗塞や出血が生じた脳の部位や程度に応じて、
頭痛や嘔

おうと

吐、しびれ、歩行困難、意識障害など、
さまざまな症状が現れます。典型的な前触れ症
状は、本人の自覚がないこともあるので、家族
や周囲のとっさの判断が重要です。
　万が一異常を感じたら、右図の１～３を実践
して判断しましょう。本人に意識があり、痛み
を感じていなくても、いずれかの症状が見られ
たら脳卒中の疑いがあります。迅速に119番通
報し、「当人がいつまで普段通りだったか」を適
切に救急隊員に伝えましょう。

　がん、心臓病、肺炎に次いで、日本人の死因
の第４位が脳卒中です。さらに、介護が必要に
なった方の約２割、「寝たきり」になった方の約
４割が脳卒中（厚生労働省「平成28年国民生活基礎調査」より）
によるなど、命が助かっても後遺症が残ること
があります。発症後、いかに早く治療を受けら
れるかが予後を左右しますので、早期発見が重
要な鍵となります。
　脳の血管が詰まって起こる脳梗塞と、脳の血
管が破れて起こる脳出血・くも膜下出血など、
脳の一部に血液が届かなくなることで起こる症
状を脳卒中と呼び、いずれも一刻も早い治療が

「皆さんには人の命を救う力がある」

1.  顔面を観察する

2.  挙手を促す
（両腕）

3.  会話を試みる

キッチンから「はい、どうぞ！」

成長に合わせて、パーツを組み替
えながら長い間使えるように、と
デザインされた椅子

あっちもこっちも興味津々

「ライトは雲の形なんだよ」と話す保育士に、
「くも !?」とびっくり

引っ越し前の「赤十
字子供の家」

CMのテーマが“いっしょに行こう”
ということから、誰と行きたいか
を聞かれると「母ですね。母と一
緒なら安心できるし、一歩踏み出
す時に心強いので！」と笑顔。撮
影を通して献血を身近に感じた
と語りました。

http://ken-love.jp/hatachi/inochi/
小林麻耶さん　いのちの授業

ラグのデザインもオリジナル。うれ
しさいっぱいでジャンプ！

　大勢の生徒に迎えられ、緊張した面
持ちで壇上に立った小林さん。分かり
やすく献血の大切さを伝えます。「献
血というと大きな事故などの際に使わ
れるというイメージがあるかもしれま
せんが、実はがんの治療で使われるこ
とが一番多いのです。そして、毎日
約3000人が輸血を必要としています。
時間にすると30秒に1人の割合です。
今、こうして私が話をしている瞬間に
も、献血によって命がつながっている

のです」
　妹の麻央さんも闘病中、輸血によっ
て何度も救われたと語ります。
　「輸血を受けると、妹の顔がみるみ
るピンク色になり、笑顔も戻ってきま
した。目にも力が宿ってくるんです。
輸血用のバッグには名前も書いていな
いので誰が献血してくれたものかは分
かりません。でも、献血によって命を
つないでいただいたことに、感謝の気
持ちでいっぱいでした」

最愛の妹・麻央さん
（左）との思い出を交
えながら一生懸命に
想いを伝えました

※65歳以上の方の献血については、60～64歳の間に献血経験のある方に限ります

親が子を抱く
姿を抽象化し
たデザインも
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愛知県学生献血連盟“Aichi-Go”は愛知県内で若
年層に向けて献血を推進している団体

35年目となる今回は総勢150人が募金活動に参加。子どもたちの元気な声が響いた

“ふろしきや”ネットショップなどで販売中。１枚864円（税込み）

“震災後の未来”を想う子どもたち
「詩・100文字提案」表彰式を開催
　昨年12月25日、日赤福島県支部にて“わたしの
青少年赤十字　詩・100文字提案”の表彰式が行
われました。このコンテストには県内の小・中・
高校から5000点以上の応募があり、優秀作には
日本赤十字社社長賞などが贈られました。
　受賞作が朗読されると、福島の現在や未来を想
う子どもたちの熱いメッセージは出席者の心を打
ち、会場は盛大な拍手に包まれました。

福島県

全国

AREA
NEWS
全国各地、あなたの生活のすぐそばで、
日本赤十字社の活動は行われています。

若い世代が主役の海外支援！  全国各地で行われた年末募金活動

　今年もJRC（青少年赤十字）の子どもたちが各地
で元気に大活躍。大分県のJR大分駅前では12月１
日、JRCに加盟する園児15人をはじめ、赤十字ボ
ランティアや職員など、総勢42人で募金活動。参
加した園児たちは、冷たい風に負けず元気よく呼
び掛けており、そのかいあって例年の約３倍のご
協力をいただくことができました。
　香川県では、12月２日に高松駅と高松丸亀町壱
番街前ドーム広場の２カ所で街頭募金活動を実施。
県内青少年赤十字加盟校８校の児童・生徒や、高
松市赤十字奉仕団、青年赤十字奉仕団の皆さんが
募金活動を行いました。
　京都府では、JRC高校生メンバーと指導者、支
部職員による街頭啓発募金キャンペーンを12月９
日に四条河原町、そして23日にはイオンモール京
都で実施。特にイオンモール京都では、京都府学
生献血推進ボランティアによる“全国学生クリスマ

希望者は、以下の項目を明記のうえ、郵送・FAX・メールで
ご応募ください。
①お名前（匿名をご希望の方は、その旨もご記入ください）　
②郵便番号・ご住所　③電話番号　④年齢　
⑤赤十字NEWS２月号を手にされた場所（例／献血ルーム）
⑥２月号で良かった記事、興味深かった記事はどれで　
　すか？（いくつでも）
　Ａ．表紙　Ｂ．命はすべて尊いもの
　Ｃ．子どもたちの笑顔のために
　Ｄ．“こころのケア”は支援の柱
　Ｅ．「皆さんには人の命を救う力がある」　　
　Ｆ．広瀬すずさん「献血は、つながり」
　Ｇ．とっさのとき、どうする？　
　Ｈ．エリアニュース　Ｉ. 健康豆知識
　Ｊ．プレゼント　Ｋ．ワールドニュース（シリア）
　Ｌ．ワールドニュース（マーシャル諸島）
　Ｍ. 人道支援の現場から
⑦赤十字NEWSのご感想、扱ってほしいテーマ、
　その他Voice（読者の声）への投稿もお待ちしています。
郵送／〒105-8521
　　　東京都港区芝大門1-1-3  日本赤十字社 
　　　広報室  赤十字NEWS２月号プレゼント係
FAX／03-6679-0785  メール／koho@jrc.or.jp
（件名「赤十字 NEWS ２月号プレゼント係」）
２月26日（月）必着　
※当選者の発表はプレゼントの発送をもって代えさせて
いただきます
※個人情報は賞品の発送のみに使用いたします

エリアニュースで紹介。
外国語みたいな茨城弁が
かっこいい！

心のこもったプレゼントに子どもたちも大
喜び。早速試着をして楽しんでいました

一番のプレゼントは笑顔！ 年末・クリスマスイベント
全国

全国各地の赤十字施設で多くのボラン
ティアにご協力いただき、さまざまな
イベントが開催されました。

　大阪府では12月６日、７日に赤十字裁
縫ボランティアが、愛情あふれる手作り
のパジャマや帽子などを府内の乳児院へ
寄贈。12月中旬、大阪府支部の芸能奉仕
団が府内の養護老人ホーム４施設を訪問
し、多彩な演目を入所者の皆さんへ披露
しました。
　宮城県でも亘

わたり

理町分区芸能赤十字奉仕
団が12月13日にクリスマス会を実施。歌
や踊りで参加者と楽しい時間を過ごしま
した。
　12月14日、京都第二赤十字病院で職員
によるクリスマスコンサートを開催。12
月22日と25日には京都府支部有功会が京都
第一・第二赤十字病院の小児病棟を訪問、
子どもたちにプレゼントを配りました。

多くの患者さんが歌を口ずさんだり笑顔で演奏を聴くなど、楽しい時間を過ごしました

40代から“筋トレ貯きん”で「膝痛」予防！
長浜赤十字病院　第二整形外科部長　髙橋 健志郎 （タカハシ ケンシロウ）

file.42

筋力を鍛えることで軟骨のすり減りを抑え、変形性
膝関節症や偽通風を予防することにつながります

　膝痛のうち、中年期以降にもっとも発症し
やすいのが「変

へんけいせい

形性膝
ひざ

関
かんせつしょう

節症」です。
　主な原因は、加齢による膝軟骨の劣化。軟
骨がすり減ると関節の滑りが悪くなり、「正座
ができない」「座った後にスムーズに立ち上が
れない」といった、日常の動作に支障が生じま
す。さらに進行して炎症を起こすと、平坦な
道を歩くだけでも痛みを伴うようになります。
　特に、変形性膝関節症にかかると「偽

ぎつうふう

痛風」
を併発しやすくなるので注意が必要です。偽
痛風は、痛風に似た強い痛みを伴う関節炎で、
関節にピロリン酸カルシウムの結晶が析

せきしゅつ

出※し
て起こります。

　いずれにせよ、予防にもっとも効果的なの
は運動で、特に太ももの筋力アップは欠かせ
ません。すでに発症している人は「なるべく負
荷をかけず安静に」と考えがちですが、むしろ
痛みがないときはご自分の環境に合わせ、太
ももを意識しながら、サイクリング、スイミ
ング、ランニングなどをされると再発予防に
なります。
　負荷の目安は「脚がだるくなるまで」。筋力
は、鍛えなければ1年に1%ずつ減っていきま
す。40歳の筋力は80歳になると６割まで減少
します。症状が改善されても、運動を継続し、
習慣付けることが大切です。

「知ってて良かった！健康豆知識」は切り取って保存していただけます

滋賀県長浜市宮前町14番7号　TEL　0749-63-2111

平成30年１月19日、本社において平成29年度
第９回の常任理事会が開催されました。

１　規則の改正について
（日本赤十字社職員給与要綱の一部改正）
審議の結果、原案のとおり議決されました。
また、柏原赤十字病院の廃止および兵庫県
立丹波医療センター（仮称）等への統合再編、
都市部における赤十字運動の展開について
～マンションを対象とした事業推進～、予
算の補正にかかる12月分の社長専決事項の
決定状況について、それぞれ報告しました。

常任理事会開催報告

平成30年３月23日（金）、午後１時から新霞が
関ビル｢全社協･灘尾ホール｣（東京都千代田区霞
が関３丁目３番２号）において第91回代議員会
を開催し、下記の事項を付議いたします。

平成30年２月１日
　　　　　　　　　　記
　　第１号議案　役員の選出について
　　第２号議案　平成30年度事業計画について
　　第３号議案　平成30年度収支予算について

第91回代議員会開催公告

“方言手ぬぐい”

５名様
 にプレゼント！

赤十字レッドライトアッププロジェクト
　赤十字の創始者アンリー・デュナン生誕日の５月８
日は世界赤十字デー。日本赤十字社では、この日を中
心に日本各地を赤十字色に彩る「赤十字レッドライト
アッププロジェクト」に取り組みます。
　より多くの方に、紛争や災害で苦しむ人に寄り添い、
人道活動を行う「赤十字運動」への理解を深めていただ
くためのプロジェクトです。今年で 3年目を迎えるこ
の運動を共に盛り上げてくださる、幅広い企業・団体
のご参加をお待ちしております。

2018年５月8日 を中心に（５月の運動月間中）

「赤十字レッドライトアッププロジェクト」への参加に関するお問い合わせは koho@jrc.or.jp まで。

子どもたちの作品は日赤福島県支部ウェブサイトでもご覧いただけます

ス献血キャンペーン”も同時に実施しました。
　同じく、学生献血キャンペーンと海外たすけあ
いのコラボを主催したのが愛知県学生献血連盟。
12月17日に名古屋市栄広場でイベントを開催。ボ
ランティアによる街頭呼び掛けのほか、特設ステー
ジ上では名古屋第二赤十字病院の職員がバングラ
デシュでの救援活動について話すなど、多くの方
に赤十字事業へ触れていただくことができました。

京都２会場で皆さまからいただいた
ご寄付は合計で５万5754円に

日赤公式マスコットキャラクター、ハートラ
ちゃんと一緒に募金を呼び掛ける園児たち

“ピース＆スマイル”が合言葉。華やかな
衣装とメイクで明るいクリスマス会に

●日本赤十字社支部（各都道府県） …  47支部
●病院など医療事業施設 …………… 103カ所
●血液センターなど血液事業施設 … 232カ所
●社会福祉施設 ………………………  28カ所
●看護師など養成施設 ………………   25カ所
                             （平成29年４月１日現在）

日本赤十字社とNHKが共同で毎年12月に実施している“海外たすけあい”キャンペーン。
海外で苦しい生活を余儀なくされている人たちを助けたいと、昨年も全国で活動が展開されました。

香川

大分 京都 愛知

「障害物を避けて通るだけでも大変だとわかった」と参加者

小学生が車椅子に初挑戦！
体験もとに障害への理解を深める
　12月10日、京都市青少年赤十字教育研究会
が子ども体験教室“ふれあいバスケット”を開
催。車椅子バスケクラブ“京都UPS（アップス）”
の選手の方々に協力していただき、パラ五輪で
も注目される車椅子バスケや、障害物のある廊
下での車椅子操作を体験しました。普段は気が
付かない、障害のある方の苦労やがんばりなど
への理解を深める良い機会となりました。

京都府

（タオル：綿100％、サイズ約105cm×約19cm）
A B
（タオル：綿100％、サイズ約105cm×約19cm）
A B

ヴォイス

世界各地で発生している分断。赤十字の人道主義は
それを解決する大きな力です。私にできる支援をし
たい。（楠さん／岡山県）

静岡の裁縫奉仕団の活動に、こういう形の助け合い
もあるのだ、改めて自分ができることを…と考えさ
せられました。（長谷川さん／愛知県）

年末、駅前で募金の呼び掛け。きちんと並んだ幼稚
園児たちの元気いっぱいの声が冬の青空にこだまし
て、うれしくなり、募金しました。（管さん／大分県）

ヴォイス 赤十字NEWSにお寄せいた
だきました読者の皆さまの
声をお届けします。

京都

宮城 大阪

「人道」のともしびを日本中に

ライトアップ期間

昨年は、歴史的建造物やランドマーク
など全国39施設が参加。昨年の事例は
日赤ウェブサイトで紹介しています⇒

参加企業・団体募集中！

※ハートラちゃんは付属しません※ハートラちゃんは付属しません おしゃれな
ハチマキに！

英語？ フランス語？ いえ、茨城弁！
“方言手ぬぐい”で活動支援

茨城県

　日赤を支援する寄付金付き商品“方言手ぬぐい”
が発売されました（企画制作：風呂敷専門店「ふ
ろしきや」）。購入すると売り上げの一部が寄付さ
れ、災害救護など「いのちと健康、尊厳を守る」
活動の支援につながります。
　手拭いは、茨城弁が外国語風に表現されており、
文字列に沿って折ると、６通りの方言の鉢巻きに
なるというユニークなデザインです。

提供：ふろしきや（有限会社プラネッツ）

・・

眼鏡橋（長崎） 善光寺 武田信玄公像

彦根城

●募金総額は３月上旬に日赤ウェブサイトにて報告。また、募金が活用される事業の活動報告も今年中に同サイトにて公開いたします。

皆さまからのご支援により、救護活動は支えられています

草津白根山が噴火
医療チームを派遣
　１月23日、群馬県の草津白根山が噴火。群
馬県支部は同日、医師や看護師、事務職員で
編成したDMAT６チーム（前橋赤十字病院から
５班、原町赤十字病院から１班）をドクターヘ
リなどで現地や県災害対策本部へ派遣し救護
活動を行いました。また、毛布180枚を現地の
対応拠点となっている西吾妻福祉病院に届け
ました（23日14時現在）。

群馬県

※ 液体の中から結晶や固体状の物質が現れること
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犠牲者支援 3カ年計画を策定し、重点的に
支援してきました。他国に避難する人々同
様、国にとどまるシリア市民への支援も続け、
シリア赤新月社が実施する「こころのケア」活
動、緊急物資支援活動などに参加しました。
　現在も1300万人以上が人道支援を必要とし
ており、そのうち560万人が緊急支援を必要
としています（2017年10月現在、IFRC※2）。
毎年この時期に懸念されているのは寒さへの
対策です。夏には気温が摂氏45度にも上が
るシリアですが、冬には山間部で零度まで気
温が下がり積雪もあるため、現在も多くの人
が暖かな家も十分な衣服もなく、凍えるよう
な気候の中で過ごしています。そこで食糧や
衛生キットに加え、越冬のための支援品（マッ

「折り紙のゾウ」は怖い？～バングラ避難民キャンプの「こころのケア」～

宮本 教子
K y o k o  M i y a m o t o

ERU（緊急対応ユニット）第３班
埼玉県赤十字血液センター　

医務課医務係長

　ミャンマーからバングラデシュに流入する避難民
の数は、現在まで65万人に上ります。南東部の避
難民キャンプ・ハキムパラに派遣された私の任務は、
避難されてきた方々の恐怖や悲しみ、将来の不安
に対する「こころのケア」にあたることです。子ども
たちには安心、安全なチャイルドフレンドリースペー
スを設置し、歌や踊り、ボールゲームなど、つかの
間でもリフレッシュできる場を提供しました。日本
の折り紙は人気の遊びの一つです。
　ある日、折り紙で精巧なゾウを折り、ある少女の
テントを訪れたことがありました。すると、折り紙

を見るなり少女はおびえた表情に。実は、キャンプ
地には野生のゾウが出没し、人的被害が発生して
いたのです。日本人には親しみのあるゾウですが、
状況が変われば全く違う感覚で見ているのだと痛
感する出来事でした。
　私はこれまで事務管理要員として、チリ、スマトラ、
イランでの支援を経験しましたが、「こころのケア」
の専門研修を修了し、特性を生かした支援をする
のは今回が初めて。ストレスへの的確なアプロー
チは本来備わっている人の回復力を引き出します。
今後も専門的知識の幅を広げていこうと思います。

WORLD
NEWS

シリアで勃発した紛争は今年の３月で８年目を迎えます。死者は25万人（2016年末時点、
ICRC※1調べ）、約540万人が難民となって欧州や周辺国に逃れ、国内避難民も630万人以上
に（2017年 7月時点、国連調べ）。シリア難民の暖かく安全な越冬支援が急務です。

中東シリアの難民を、
厳しい寒さから守る越冬支援

寒い冬に備え、毛布やマットレスなどの救援物資を配布するシリ
ア赤新月社職員　 ©IFRC

裁縫の技術を生かし、配布された毛布を冬用衣類へ作り変えるウム・ハマッドさん　©シリア赤新月社

●シリア難民の越冬を支援
●マーシャル諸島赤十字社の正式承認

16 人道支援の現場から
vol.

長期にわたる中東の人道危機
　シリアを含む中東では第二次世界大戦後最
大の人道危機が発生しており、日赤は国際赤
十字の一員として、2015年に中東地域紛争

トレス、保温性の高い毛布など）が提供され
ています。首都ダマスカス郊外、ダマール
のシェルターでは、シリア赤新月社が配布
した毛布を、避難してきた女性ウム・ハマッ
ドさんが裁縫技術により、子どもや高齢者
のための冬物の衣服へと作り替え、人々は
暖かい服に袖を通すことができました。避
難所ではこのように、過酷な寒さを知恵と
工夫でしのごうとする姿も見られます。
　この冬、IFRCが越冬のために用意した救
援物資は、毛布：12万4000枚、マットレス：
６万枚、冬用衣類（子ども用下着、靴下、靴
を含む）：２万5000キットなど。シリアを
含む中東情勢は困難を極めています。日赤
では引き続き中東支援を最優先課題と位置
付け、2018年度からも新たな 3カ年計画を
策定、支援を継続します。皆さまのご理解、
ご協力をお願いいたします。

シリア

の影響を受けやすく、特に防
災・災害時の緊急救援、救急
救命のトレーニングに熱心
で、2015年以降、近隣の島
からのボランティア500人以
上に研修を行っています。こ
ういった活動を通して国際赤
十字が定めた条件を満たし、
正式に承認されました。

地域に密着した熱心な活動で規模を拡大
　世界初の赤十字社が誕生した1864年か
ら 153年たった昨年12月、新たな仲間と
なったマーシャル諸島赤十字社は、政府か
ら独立した同国唯一の援助団体です。発足
以来、健康教育、血液事業、気候変動への
対応や青少年への啓発活動に力を入れてき
ました。「太平洋の真珠」と称される美しい
島国ですが、サイクロンのような自然災害

国際赤十字が “マーシャル諸島赤十字社 ”を正式に承認
2013年に12人のボランティアから始まったグループが191社目の仲間に

2017年７月、ボランティアは381
人に。災害救急の計画立案にも
参加しました

© IFRC

マーシャル諸島

※1 ICRC＝赤十字国際委員会　　※2 IFRC＝国際赤十字・赤新月社連盟

干ばつ対策への意識強化のため、ポリタンクを配布
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